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 まず、家庭から概観しておく。 


























































































































 明治12（1879）年  東京に生まれる。 
 明治30（1897）年  外国語学校清語科に入学。 
 明治36（1903）年  7 月父の勧めで渡米（米国に 3 年 9 ヶ月滞在）。23歳 8 ヶ月。 
 明治38（1905）年 12月横浜正金銀行ニューヨーク支店に就職（ 1 年半勤務）。
26歳。 
 明治40（1907）年  7 月リヨン支店に転勤。27歳 8 ヶ月。 
荷風の周縁世界編制 
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 明治41（1908）年  3 月末で退職（ 8 ヶ月勤務）。退職時28歳 4 ヶ月。 2 ヶ月間
パリに遊び 7 月帰国。 8 月『あめりか物語』発刊。 
 明治42（1909）年  3 月『ふらんす物語』刊行直前に発禁。 
 明治43（1910）年  慶應義塾大学文学科教授に就任。雑誌『三田文学』を創
刊・主宰。 
 大正 5 （1916）年  慶應義塾退職：女性関係に忙しいこともあり、健康上の理
由ということで辞職。 
 昭和27（1952）年 文化勲章受章。 
 昭和34（1959）年 市川市で没。79歳 
 
 ここから、横浜正金銀行時代（26歳から28歳と 4 ヶ月までの間）を抜き出して
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 ・ 紐育出張所支配人より電報あり。兔に角來談すべしといふ28）。 
 ・ 正金銀行の雇人となる事を返電したれども心甚進まず29）。 










































時、ウェスト街21丁目10番（10 West 21st Street）にあったニューヨーク随一の日
加 太 
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「素川」という号で呼ばれる仲で、文芸にも理解があり、年齢も近いこともあっ
て親しく交流をしていたのである。 


















 ・ 終日空氣不良なる銀行の事務室に閉籠めらるる苦しさ譬ふべくもあらず45）。 
 ・ ああ、何事も思ふまじ何事も見まじとて急ぎ銀行に歸り帳簿の上に顏ひた
押當てぬ46）。 
 ・ 銀行の勤務漸く苦痛の度を増し來れり47）。 




 ・ 心地すぐれず銀行の執務に堪へず家に歸りて臥す49）。 
 ・ なほ病む。日本人醫師廣瀬氏を訪なう50）。 
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 ・ 發熱甚だし51）。 
 ・ 惡熱去らず52）。 
 

































































































 - 52 -
此のあたりを歩みて歸りぬ59）。 
 ・ 日暮東區の移民町なる酒場に食事し（略）ハンガリヤの俗歌に旅愁を慰む60）。 


































































































 ・ 油繪展覽會を看る。感服すべき作品一つもなし。亞米利加は駄目なるかな70）。 
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 明治40（1907）年 7 月 2 日に転勤命令を受けて 7 月18日午前 9 時にニューヨー
クを出帆。この頃の青年荷風の肖像写真がある。巌谷小波宛となっている一葉に




 荷風は、フランスの港ル・アーヴルに 7 月27日着き、船中で一泊、翌朝パリへ









































































































 ・ 銀行には赴かず終日床にあり83）。 
 ・ 銀行辭職と決心し手紙を父の許に送る84）。 
 ・ 銀行支配人の私宅を訪ひ辭職の意を告ぐ85）。 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































 2 ）『斷腸亭日乘』大正11年12月22日 
 3 ）『斷腸亭日乘』昭和18年 8 月15日 
 4 ） この血縁者の中には、作家の高見順や詩人の坂本越郎がいる。彼らも荷風については
断片的な記述しか残していない。高見順と荷風には接点はいくつかあったが、直接親
交があったわけではない。私たちは、互いの日記で知ることになる。たとえば、『斷腸























 5 ）『濹東綺譚』  
 6 ）『濹東綺譚』  
 7 ） 秋庭太郎『考證永井荷風』、岩波書店、1966年 pp.728-729 
 8 ） 吉野俊彦『“断腸亭”の経済学』、日本放送出版会、1999年 




















23） 明治38年 7 月26日、井上精一あて書簡 
24）『西遊日誌抄』1905（明治38）7. 19 
25） 明治38年 7 月26日、井上精一あて書簡 
加 太 
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26） 相馬永胤は彦根藩の藩士。明治 4 年、藩費留学生として21歳で渡米、コロンビア法律
学校（現・コロンビア大学）を卒業。さらにエール大学大学院で経済学を学び、横浜
正金銀行に入行、42年間職にあった（頭取などの要職に就く）。 




と同じ住所である（1896（明治29）年には同銀行支店の住所を“6 Wall St.”というNew 
York Timesの記事があるが、これは60にまちがいでないか？）。その後63番地に独立し
た。これが荷風の勤めた支店である。ついでに、このウォール街63番地のビルはその







33） 明治39年 1 月 7 日、永井恆あて書簡 
34） 明治39年 1 月 7 日、永井恆あて書簡 
35）「自伝」（『斷腸亭日乘』「昭和己巳の年四月識」とある。昭和 4 年（1929年）である。 
36） 明治39年 1 月 7 日、永井恆あて書翰 
37） 高橋是清（1854-1934）は、1906年 3 月～1911年 6 月のあいだ横浜正金銀行頭取兼日本
銀行副総裁であり、1911年 6 月から1913年までは日銀総裁。昭和11年 2 月26日、2・26
事件で暗殺される。 
38）『新春懇談會』 
39）  Y. Enomotoというのは正友会所蔵の「横濱正金銀行行員録大正 7 年 6 月 1 日現在」の
束にある「紐育出張所行員名簿」に記載されている「榎本榮三」ではないか。 
40） 明治40年 8 月 8 日付け榎本宛書簡 
41） Japan in New York, 1908, Anraku Publishing Co., New York, pp.22-23。以下、荷風のニュー
ヨーク時代の日本人社会の詳細については、偶々荷風の正金銀行ニューヨーク支店時
代に編纂され、現在のThe Library of Congress（アメリカ合衆国国立議会図書館）に所
蔵されているこの貴重な資料に負うところが多い（掲載写真の内、数葉は同書に負う）。 
42） Japan in New York, 1908, Anraku Publishing Co., New York, pp.39-47 
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50）『西遊日誌抄』1906（明治39）9. 24  
51）『西遊日誌抄』1906（明治39）9. 26 
52）『西遊日誌抄』1906（明治39）9. 27 
53） Japan in New York, 1908, Anraku Publishing Co., New York, p.27 
54） 明治39年 1 月 7 日、永井恆あて書翰 
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76）『西遊日誌抄』1907（明治40）1. 8 
77）『西遊日誌抄』1906（明治39）8. 1 
















































119） 明治40年 7 月 9 日付け西村恵次郎宛書簡 
120） 戦後、昭和27年12月に『中央公論』に掲載されるまで表にでることはなかった。 
121）「女中の話」 
122）『斷腸亭日乘』昭和15年12月16日の条に「新體詩偏奇館吟草を編む」と記されている。 
 
